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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
営利（利益）を目的としない≠収入を得てはいけない
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
営利（利益）を目的としない≠収入を得てはいけない
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
NPOもお金をとってOK。ただし、残ったお金を分配してはいけない。分配とは「働いていない人」で分けること。
剰余金の扱いは「事業投資」と「価格の引き下げ」。例：検定試験
原則は「必要以上にお金を取らない」ということ。例：公益法人の収支相償
報酬をとっていい理事は３分の１だけ。ただし、従業員給与としてなら上限なし。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
NPOではサービスの受け手と資金の支払者が同一ではない。したがって、共感を得て支援金を集める「ファンドレイジング」が必要
寄付には税が課されない（行政、認定NPO法人への寄付）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかも、社会のために役立ちたいと考える人は増えていて、全体の約７割の人が思っている。しかし、実際に寄付をしている人は43.7%とギャップがある。
現実は、社会に役立ちたいがどうしていいか分からず、達成感も感じていない。だからこそ、このギャップを埋める「つなぎ役」＝ファンドレイザーが必要だと説明。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ファンドレイジングとは単なる資金集めではない。たとえ支援をうけられなくても、ファンドレイジングを通じて関心や気づき、行動のきっかけを与えることで社会を変えていくことができる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ファンドレイジングとは単なる資金集めではない。たとえ支援をうけられなくても、ファンドレイジングを通じて関心や気づき、行動のきっかけを与えることで社会を変えていくことができる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
説明のポイント。
１　特に重要なのが、人様の善意のお金を取り扱うだけに、倫理の話を設けていること。
２　学問ではないので、実行・実践力を問うていること。そのため、上級の認定FR資格では、実務経験を求めている。
３　ボランティアや組織内の他部門の人材の協力がいるので、マネジメント力も必要
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
世界ではファンドレイザーは人気の職業であることの説明。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本でも注目の資格になっている
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ソーシャル系の求人が多く載っているETICのDriveでもファンドレイザーのカテゴリーがあり、求人が出ている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
説明のポイント。
１　ともすると、ファンドレイジングの研修というと一番下のレイヤーの「寄付」のアクションについての話だと思われがちだが、ファンドレイジングで成功するためには、この全体像があってはじめて成功する。
２　このフレームワークは、日本でのファンドレイジングの実践を踏まえて、どの団体でも、きちんと理解して実践することで、財源的成長が見込める内容となっている。
３　准認定必修研修では、事業収入と融資・疑似私募債は取り扱わない。認定ファンドレイザー研修では取り扱う
４　全体としては、３つのレイヤーに大きく分かれる。
　　　上段のレイヤーは、その団体のメッセージやポジショニングの明確化。いわば、そのNPOの「商品化」にあたる。
　　　中段のレイヤーは、ファンドレイジングの「組織化」ともいうべきステージ。特に中期計画は日本のNPOは国際的に見ても軽視してきている傾向がある
　　　下段のレイヤーは、具体的なアクションをする際の個別のスキル。
　団体の置かれている状況によって、上段から改善に入る方がいいケースと、中段、あるいは具体的アクションから入る方がいいケースがあり、全体像をつかんだうえで、最適なポイントを改善していくということが大切。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
パレートの法則（２割のドナーが８割の金額を寄付する）を説明。
・ファンドレイジング全体の目標設定をする際にも重宝する（どのレンジを◯人増やそうなどターゲットの絞り込みができる）
・フォローアップに注力すべきドナーの特定に活用する
・ドナーレンジチャートは複数年作成して比較することが重要
　複数年比較することで、金額帯が変化した（増えた、減った）ドナーの特定などができ、個別フォローも可能になる


Sheet1

		金額帯（円） キンガク オビ エン		人数（人） ニンズウ ヒト		寄付金額合計（円） キフ キンガク ゴウケイ エン		人数構成比（％） ニンズウ コウセイヒ		金額構成比（％） キンガク コウセイヒ

		200,000以上 イジョウ		5		1,500,000		0.8		23.8

		50,000～199,999		25		2,000,000		4.3		31.7

		10,000～49,999		100		1,500,000		17.2		23.8

		50,00～9,999		150		900,000		25.9		14.2

		5,000未満 ミマン		300		400,000		51.8		6.3

		計 ケイ		580		6,300,000		100.0		100.0





		目標単価金額（円） モクヒョウ タンカ キンガク エン		目標人数/候補者数（人） モクヒョウ ニンズウ コウホシャ スウ ニン				目標寄付金額計（円） モクヒョウ キフ キンガク ケイ エン

		300,000		8 / 12				2,400,000.0

		100,000		30 / 50				3,000,000.0

		30,000		70 / 140				2,100,000

		6,000		200 / 1000				1,200,000

		2,000		400 / 4000				800,000

		小計 ショウケイ		708 /5202				9,500,000
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
遺贈寄付、大口寄付はピラミッドの上位であることに触れる。
ここで、最初に日本の相続は年間どのくらいか問いかける　　→　野村総研推計で年40-50兆円（土地含む）　（土地除く個人金融資産が1600兆円で60歳以上に6割の850兆円がある。平均余命20年として、２０で割っても40兆円あり、それに土地が加わる）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
もったいない系は、ドナーピラミッドのエントリーポイント
しかし、これだけで年間1億2000万円（ハンガーフリー）集めている団体もあり、あなどれない
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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継続率は、通常の会員では6-7割でも、マンスリーは９５％を超えてくるケースが多い。
ただ、そのままマンスリーにしてもうまくいかないケースがあり、いい例は「意味をもたせる」（ひとつぶ募金のように、「毎日のように途上国の子どもたちに寄り添ってほしい」からあえてﾏﾝｽﾘｰにしているという見せ方が効果を大きくした例がある。
また、オンライン上の主導線をマンスリーサポーターにしていることで、自然とマンスリーが増えていく団体もある。
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遺贈寄付、大口寄付はピラミッドの上位であることに触れる。
ここで、最初に日本の相続は年間どのくらいか問いかける　　→　野村総研推計で年40-50兆円（土地含む）　（土地除く個人金融資産が1600兆円で60歳以上に6割の850兆円がある。平均余命20年として、２０で割っても40兆円あり、それに土地が加わる）
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遺産寄付についても、白書で聞いている。
（ここで、会場に、年間の相続金額について聞く）→正解は、野村総研によると40-50兆円/年くらいが相続で生まれている。
その中で、現時点でも、２３－２４％の人が相続の一部を寄付してもいいと回答している。しかし、実際には遺言を書いている人は1割。寄付している人は１％にも満たない。これからがここがポテンシャルのある領域。
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潜在的可能性：寄付白書調査では、相続の一部寄付について、Ｙｅｓの人が40歳以上の２０－２５％いる
最大の問題は、遺言書く人は1割→しかし、昨年から空気がかわりつつある。
遺贈の設計：遺留分への配慮、遺言の種類への理解

ポイント：ただ、いきなりお願いするのではなく、ドナーピラミッドの長年の関係のゴールにある。これがピラミッドの下層を増やすと1000人あたり数名の相続寄付がでることで十分に大きな支援金獲得効率となる。
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CHARITIES AND SOCIAL ENTERPRISES

Cumulative amount
of investments
signed by Big Society
Capitaland other
investors:

Of this

£524m

s money from

S Trom other INvestors

Across
. g
L2 o=

| 4 @3}

The major categories
ofinvestors include:

Pensions and

insurance (34%)

Funds and Fund
of Funds (14%)

o

ocial bank
Jepositors (14%)

ILU:

ndividuals and

[ |
Charity or
Foundation (12%)

Government bodies

(HHE8 : Big Society Capital ANNUAL REVIEW 2018 )

CHARITIES AND SOCIAL ENTERPRISES

This is how the drawdown has been divided/used
(we have based our calculations on Big Society

Cumulativeamount ~ Capital's drawdown):

drawn down from Product typ Oraanisational form

Big Society Capital :

and our co-investors: s 65% S 68%

Ofthis is capital for charities asset locked charities
I

and social enterprises

£276m
has come from Big . 20%

Society Capital's is into property, mainly
own funds to help charitable

and social enterprises.

S 14%
non-asset locked
social enterprises.

> 4%

Social Impact Bonds.

S 3%

Local Authorities.

is helping charities
deliver services using

service delivery.
‘ > 4%

S 3%
is capital for arrangers.

& fo
6%
management fees
paid to intermediaries.

= TO0.
2/0
is capital for arrangers.

n funds. in funds.
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